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i 三浦日泊郷にて i 

「シイタケ」は日本、台湾、

朝鮮に分布し、シイ、ナラ、ク

リ、力シ、クヌギなどの古木の

幹に群生します。また、日本と

中国で、もっとも重要な食用菌

(植物)となっており、その裁

培は日本独特の(ほだ木法)に

ょっ.ています。

日本での人工裁培は、慶安3

年 (1、650年)ごろから、静岡、

大分、宮崎、三重の一部で始め

られ、当時の方法は、原木にな

た目を付けて伏せ込み、自然に

飛来する胞子を接種するにすぎ

なかったが、明治33年ごろにな

って、種木を埋め込む方法が考

案され現在におよんでいます。

萱瀬、三浦地区で主として裁培

され、年間約12，000K9が生産さ

れております。

シ
イ
タ
ケ
の
出
荷
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昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和45年3月10日 (2) 市政だより

市
で
は
四
十
四
年
度
に
お
い
て
、
商
工
会
議
所
と
提
携
し
て
、
大
村
市
の
観

光
開
発
の
基
本
方
針
を
た
て
る
た
め
、
日
本
観
光
協
会
に
委
託
し
て
観
光
診
断

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

マ
高
速
道
路
の
実

現
が
先
決

大草より大村湾をのぞむ

大
村
市
の
今
後
の
あ
り
方
を
決

定
す
る
方
向
づ
け
と
し
て
は
、
長

崎
を
中
心
と
す
る
広
域
生
活
圏
と

も
呼
ば
れ
る
地
域
の
中
で
考
え
る

乙
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

長
崎
県
の
基
幹
都
市
は
、
長
崎

市
を
は
じ
め
、
佐
世
保
、
諌
阜
、

大
村
の
四
市
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
大
村
湾
に
近
接
し
、
そ
れ
を
と

り
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。
都
市
間
相
互
の
距
離
は
、
長

崎

l
佐
世
保
が
一
番
離
れ
て
お
り

直
線
距
離
で
約
五

0
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
達
し
て
い
る
が
、
乙
れ
は
高

速
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て

一
時
間

圏
内
に
充
分
含
ま
れ
る
範
囲
で
あ

る
。
人
口
規
模
は
長
崎
県
の
総
人

口
一
六
四
万
人
(
昭
和
四
十
年
)

に
対
し
、
四
市
の
合
計
人
口
は
七

七
万
人
、
約
五

O
M
m
に
達
し
て
い

る
。
さ
ら
に
大
村
湾
周
辺
の
定
住

人
口
を
考
慮
す
る
と
、
大
村
湾
を

中
心
と
し
た
一

O
O万
人
に
近
い

生
活
圏
域
の
設
定
が
可
能
で
あ
り

、
大
村
湾
に
直
面
す
る
唯

一
の
都

市
で
あ
る
大
村
市
の
役
割
り
も
自

ず
と
高
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う

マ
豊
富
な
観
光
資

源
を
活
か
せ

長
崎
県
下
の
地
域
別
入
込
観
光

客
数
を
み
て
も
、
大
村
市
は
年
間

三
十
万
人
前
後

で
あ
り
、

大
村

湾
、
多
良
缶
両
県
立
公
園
を
合
わ

せ
て
も
、
一

O
O
万
人
に
達
し
な

い
状
況
で
あ
る
。

観
光
資
源
の
面
で
も
特
に
観
光

客
を
吸
引
す
る
も
の
は
見
当
ら

ず
、
観
光
開
発
の
面
で
の
立
遅
れ

を
強
く
示
し
て
い
る
。

し
か
し
大
村
市
の
現
状
は
、
必

ず
し
も
大
村
観
光
の
能
力
そ
の
も

の
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

未
開
発
、

未
努
力
の
結
果
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

大
村
市
は
、
大
村
湾
、
多
良
缶

と
海
陸
両
面
の
大
規
模
な
自
然
環

境
を
有
し
て
い
る
と
同
時
に
、
キ

リ
シ
タ
ン
関
係
の
豊
富
な
文
化
遺

産
を
持
っ
て
い
る
。
乙
れ
ら
の
資

源
の
有
効
な
利
用
い
か
ん
に
よ
っ

て
は
、
今
後
の
飛
躍
的
な
発
展
も

可
能
な
都
市
で
あ
る
。

マ
住
宅
都
市
と
し

て
の
立
地
特
性

を
生
か
せ

長
崎
、
諌
早
、
大
村
、
佐
世
保

の
長
崎
県
下
回
市
の
基
幹
都
市
を

含
む
大
村
湾
周
辺
地
域
を
広
域
生
・

活
圏
と
考
え
る
と
、
人
口
約
一

O

O
万
人
の
人
口
集
団
に
な
る
。
大

村
市
は
こ
の
広
域
生
活
圏
の
中
で

種
々
の
都
市
機
能
を
分
担
し
、
相

互
に
利
用
す
る
か
た
ち
で
発
展
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
現
在
の
大
村
市
の
人
口

は
十
万
人
規
模
に
拡
大
す
る
と
仮

定
し
て
い
る
が
、
乙
れ
は
広
域
生

活
圏
の
成
立
と
と
も
に
、
住
宅
都

市
と
し
て
の
大
村
市
の
立
地
特
性

が
生
か
さ
れ
る
と
考
え
た
た
め
で

あ
る
。
ま
た
大
村
周
辺
地
域
で
最

も
利
用
可
能
平
担
地
を
持
っ
て
い

る
の
は
大
村
市
を
除

い
て
は
.
な

観
光
診
断
結
果
報
告
書
よ
り

次
回
へ
つ
づ
く

、町'
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ヲ

グ
み
ん
な
が
大
喜
び

辻田町

児
童
遊
園
が

完
成

元
公
益
質
屋
跡
の
敷
地
に
で
き
た
乙
の
遊
園
は
県
の
児
童
遊
園

整
備
計
画
に
基
づ
い
て
、
市
が
総
工
費
七
六
万
円
で
設
置
し
た
も

の
で
、
次
の
よ
う
な
施
設
が
完
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

りおおむ市政だより(3) 

辻
田
町
遊
園
に
て

4、

遊
戯
施
設
と
し
て
、
二
連
ぶ
ら

ん
乙
二
台
、
安
全
ぶ
ら
ん
乙
一
台

二
方
す
べ
り
台
一
台
、
二
連
シ

i

ソ
一
台
、
遊
動
木
一
台
、
大
鼓
ば

し
一
台
、
砂
場
一
カ
所
、
低
鉄
棒

そ
の
他
の
施
設
と
し
て
、
ベ
ン

チ
八
、
水
飲
場
一
、
照
明
灯
一
、

つ
つ
じ
植
栽
、
藤
棚
の
パ

l
ゴ
ラ

一
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

遊
園
内
で
遊
ぶ
と
き
は
次
の
よ

う
な
こ
と
に
注
意
し
て
下
さ
い
o

H
花
木
類
を
大
切
に
い
た
し
ま
し

ょ
う
。

伺
砂
場
の
砂
を
持
ち
出
さ
な
い
よ

う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

同
ガ
ラ
ス
や
瓶
類
を
持
ち
こ
ま
な

い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

同
水
道
を
使
っ
た
ら
栓
を
開
け
放

な
さ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し

ょ
う
。

同
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
等
他
の
子

供
さ
ん
の
迷
惑
に
な
る
よ
う
な

遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

図
書
館
に
新
ら
し

い
図
書
が
入
り
ま

し
た
(
事
典
類
)

大
日
本
百
科
事
典
ハ
小
学
館
)

世
界
原
色
百
科
事
典
(
庁
)

新
家
庭
百
科
事
典
(
講
談
社
)

-
J
 

--R 
f
 
、新

聞
語
辞
典
(
朝
日
新
聞
社
)

幾
何
学
辞
典
F

聖
文
社
)

服
装
大
百
科
事
典
(
文
化
服
装
学

院
)
m
歴
史
地
理
関
係
)

イ
ン
カ
の
秘
宝
(
講
談
社
)

世
界
歴
史
(
岩
波
書
庖
)

証
言
私
の
昭
和
史
(
学
芸
書
林
)

日
本
の
文
化
地
理
(
講
談
社
ノ

日
本
文
化
の
歴
史
(
学
習
研
究
社
)

長
崎
県
の
文
化
財
(
長
崎
県
教
育

委
員
会
)

(
文
学
関
係
)

さ
び
し
い
王
様
(
北
杜
夫
)

出
雲
の
阿
国
(
有
吉
佐
和
子
)

吉
川
英
治
全
集
(
吉
川
英
治
)

江
戸
川
乱
歩
全
集
(
江
戸
川
乱
歩
)

修
理
屋

(
B
・
マ
ラ
ム

l
ド
)

赤
頭
布
ち
ゃ
ん
気
を
つ
け
て
(
庄

司
薫
)

(
そ
の
他
)

水
平
思
考
の
世
界
(
E
・
デ
ボ
ノ
)

わ
れ
ら
月
面
に
立
つ
(
講
談
社
)

宮
殿
(
毎
日
新
聞
社
)

父
・
山
本
五
十
六
(
山
本
義
正
)

情
報
科
学
講
座

(
N
E
K
)

自
動
車
事
故
の
法
律
相
談
(
有
斐

閣
)
一
競
艇
場
ア
ナ
ウ
ン
サ
一

一

!

募

集

一

一
付
三
十
才
ま
で
の
女
子
一
名
E

一
同
し
め
き
り
三
月
二
十
五
日
一

わ
向
、
‘
‘
 

i-4 

I 
1 

言 語露呈;玖

島

青

年

団

側

養

成

を

は

か

り

、

団

活

動

の

基

礎

本
年
の
二
月
で
満
二
才
を
迎
え
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
ば
か
り
の
青
年
団
で
す
。
中
で
も
前
舟
津
支
部
で
は
、
毎
》

東
大
村
、
一
木
場
、
前
舟
津
が
主
週
二
回
、
子
ど
も
会
の
た
め
に
、

体
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
、
キ
ヤ
ン
ソ
ロ
パ
ン
教
室
を
開
き
、
部
落
の

プ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
レ
ク
リ
父
兄
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま

エ
l
シ
ヨ
ン
活
動
を
通
じ
て
団
員
す
。

の
融
和
を
は
か
る
と
と
も
に
、
少
今
後
が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、

な
い
団
員
の
中
か
ら
市
で
行
な
わ
若
い
み
な
さ
ん
の
入
団
を
歓
迎
し

れ
る
青
年
団
の
行
事
に
は
、
積
極
て
い
ま
す
。

的
に
参
加
し
て
、
他
国
員
と
の
親
団
員
三

O
名
(
女
五
名
)

睦
を
は
か
り
な
が
ら
、
リ
ー
ダ
ー
団
長
田
中
哲
男
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昭
和
四
十
五
年
度

県
育
英
会
奨
学
生
を

募
集

V
募
集
期
間

三
月
二
十
日
か
ら

四
月
三
十
日
ま
で

V
応
募
資
格
昭
和
四
十
五
年
春

大
学
(
短
大
を
除
く
)
に
入
学
し

た
も
の
、
な
ら
び
に
現
在
大
学
在

学
中
の
者
。

V
申
込
先
大
村
市
教
育
委
員
会

庶
務
課

V
貸
与
金
額
大
学
所
在
地
(
六

大
都
市
)
七
、

0
0
0
円
以
内
、

(
そ
の
他
の
県
)
六
、

0
0
0円

以
内
、

(
県
内
)
五
、
五

O
O円

以
内
、
(
自
宅
通
学
)
四
、
0
0

0
円
以
内

た
だ
し
、
日
本
育
英
会
特
別
奨

学
金
の
貸
与
を
う
け
た
場
合
は
辞

退
取
り
扱
い
と
し
、
ま
た
同
会
一

般
奨
学
金
の
貸
与
を
v

つ
け
た
場
合

は
差
額
貸
与
と
す
る
。

V
手
続
教
育
委
員
会
庶
務
課
に

出
願
書
類
が
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
職
員
を

募
集

V
職
種
学
校
用
務
員

おおむ市政だより

採
用
予
定
人
員

V
受
験
資
格

付
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が
学
校
教

育
法
に
よ
る
新
制
中
学
校
卒
業
程

度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者

向
市
内
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
採

用
後
居
住
し
う
る
者

日
四
月
一
日
現
在
で
満
三
十
五
才

以
下
の
男
子

岡
原
付
以
上
の
免
許
の
所
持
者

V
試
験
の
内
容

教
養
試
験
、
面

接
試
験
、
身
体
験
査

V
試
験
の
日
時
お
よ
び
場
所
三

月
二
十
九
日
(
日
)
大
村
.
市
役
所

V
申
込
期
間
三
月
十
日
か
ら
三

月
二
十
五
日
ま
で
。

若
干
名

農
山
漁
村
の
生
活
環
境

整
備
の
た
め
巡
回
相
談

所
を
開
設

県
で
は
、

左
記
日
程
に
よ
り
、

相
談
員
を
派
遣
し、

農
山
漁
村
の

人
々
の
住
宅
、
生
産
関
係
、
あ
る

い
は
、
公
共
、
共
同
施
設
等
、
あ

ら
ゆ
る
施
設
の
新
設
、
増
設
、
改

造
、
修
繕
の
た
め
の
資
金
等
に
つ

い
て
相
談
に
応
ず
る
乙
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、

多
数
ご
出
席

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。開
設
日

場
所

3
月
日
日
、
四
時
よ

り
日
時
ま
で

松
原
公
民
館

ーラ・

百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
(
混
合
)
の
予
防

接
種

対
象
者
①
第
一
期
の
も
の
(
初

回
免
疫
者
)
生
後
三
カ
月
以
上
、

経
っ
た
者
で
、
ま
だ
初
回
免
疫
接

種
が
完
了
し
て
い
な
い
も
の
。

②
第
二
期
の
も
の
(
追
加

免

疫

者
)
初
回
免
疫
接
種
が
、
完
了
後

一
年
か
ら
一
年
半
た

っ
た
も
の
。

な
お
、
乙
の
期
聞
に
接
種
が
、
出

来
な
か

っ
た
も
の
。

接
種
要
領

①
第

一
期
の
も
の
。

三
週
間
お
き
に
三
回
接
種

②
策
二
期
の
も
の
。
い
ず
れ
か
の

日
に
一
回
接
種。

禁
忌
者
、
脚
気
、
心
臓
、
じ
ん
臓

呼
吸
器
疾
患
、
胸
腺
淋
巴
体
質
の

徴
候
の
あ
る
方
は
、
接
種
前
に
医

師
と
、
十
分
相
談
し
て
下
さ
い
。

0
時
間
は
い
づ
れ
も
午
後
二
時
か

ら
三
時
ま
で
。

実施 場所 I実施 日
諏 訪 公民 館 1回I2回I3回
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世

帯

更

生

資

金

の

貸

付

一
金
貸
付
の
お
世
話
を
市
社
会
福
祉

自
立
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
他
一
協
議
会
で
し
て
い
ま
す
。

か
ら
資
金
を
借
り
受
け
る
乙
と
が

一。

ご
入
用
の
方
は
地
区
の
民
生
委

困
難
な
低
所
得
世
帯
に
対
し
、
資

一
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生

(

利

子

年

三
分
)

類

貸

付

限

度

生

業

費

一

五

O
、
0
0
0円
以
内

支

度

費

二

五

、
0
0
0円
以
内

技

能

修

得

費

月

額

二

、
五

O
O円
以
内

生

業

費

一
五
O
、
0
0
0円
以
内

身
体
障
害
者
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更
生
資
金
一

1

1

1
711ll
l
i
l
ll
i
ll

ll

一
技

能
修

得

費
令↑

月
額
二
、
五

O
O
円
以
内

一
改

修

費

一
、
二
0
0、
0
0
0円
以
内

住

宅

資

金

丁
到

|
割
|

劃

|

一

」

ぺ

dαα
円
凶
州

一
修
学
費
(
高
校
}
一
月
額

一、

五
O
O
円
以
内

修

学

資

金

丁
i
1
1
1
1
1
17
l
i
--
-
l
i
l
i
-
-

-
就
学
支
度
費

一

一五、

0
0
0円
以
内

療

養

資

金

一
三

O
O、
0
0
0円
以
内

降
』
「
暖
」
障
障
隆
i
!ト
ト
匡
向
b
ゆ
灼
円
以
同

福

祉

資

金

(

無

利

子
)

種

類

一

貸

付

限

度

生

業

資

金

一

五
O
、
0
0
0円
以
内

支

度

資

金

一

一
O
、
0
0
0円
以
内

技

能

修

，得

資

費

一

月

て

五
O
O円
(
一
カ
年
以
内
)

家

屋

晴

修

費

|
LV
己
ゆ
い

b
p
p円
以
同

葬

祭

費

一

一
O
‘
0
0
0円
以
内

医

療

費

一

一O
、
0
0
0円
以
内

助

産

費

一

一
O
、
0
0
0円
以
内

更

t土子
'市

更

生

資

金

昭
和
四
十
五
年
度

青
少
年
の
海
外
派
遣

募
集

企
派
遣
先
北
米
班
、
独
班、

欧

'州
班
、
北
欧
班
、
そ
の
他

企
資
格
十
八
才
J
三
十
五
才
。

企
人
員

全
国
で
九
三
三
名

A
経

費

十

二
万
円

i
三
十
四
万

円
程
度

A
メ

切

三

月
二
十
七
日

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、

市
社
会

教
育
課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

k戸，

資

金

生
活
展
開
催

期
日

三
月
二
十
六
日
(
金
曜
)

三
月
二
十
七
日
(
土
曜
)

午
前
十
時
か
ら
十
六
時
ま
で

会
場
大
村
市
中
央
公
民
館

主

催

大

村
市
連
合
婦
人
会

大
村
市
教
育
委
員
会

展
示
物

消
費
者
を
守
る
し
く
み
、

情
報、

衣
生
活
、
食
生
活
、
住
生
活
、
計

量
、
生
活
の
設
計
、
作
品
、

便
利

品
、
簡
易
実
験
、
体
力
診
断
、
健

康
相
談
、
貸
衣
し
よ
う
展
示
、
即

売
品
各
コ
ー
ナ
ー
。

映
写
会
(
開
催
期
間
中
)

主
婦
の
買
い
物
と
賢
い
判
断
、

日
時
よ
り
別
分、

H
時
よ
り
別
分

万
国
博
旅
行
案
内

一、

普
通
団
体
1
ぉ
一
人
で
も

利
用
で
き
ま
す
。
期
間
中
は
、
出

発
日
が
い
ろ
い
ろ
で
、
四
泊
五
日

(特
急
寝
台
二
泊、

旅
館
二
泊
)で

費
用
は
二
八
、
五
O
O円
で
す
。

二
、
グ
ル
ー
プ
旅
行
H
四
名
か

ら
十
四
名
ま
で
は
出
発
の
二
か
月

前
か
ら
往
復
の
特
急
券
、
寝
台
券

を
受
付
け
発
売
中
で
す
。
(
十
五

名
以
上
は
団
体
と
し
て
六
か
月
前

か
ら
受
付
)

三
、
万
国
博
記
念
回
遊
乗
車
券

H
H

グ
ル

ー
プ
、
個
人
旅
行
の
方

に
発
売
中
で
す
。
大
阪
、
京
都
地

区
に
親
せ
き
、
知
人
等
の
あ
る
方

に
便
利
で
、
た
と
え
ば
、
大
村
l

大
阪
聞
の
往
復
切
符
に
、
万
国
会

場
や
、
周
辺
の
観
光
地
、
宿
泊
地

相
互
間
の
国
鉄
線
内
を
自
由
に
何

回
で
も
乗
車
で
き
る
回
遊
切
符
が

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
い
ま
す
。
大

村
1
大
阪
の
往
復
普
通
運
賃
は
、

五
、
二

O
O
円
(
回
遊
区
間
は
無

料
)
十
二
日
間
の
有
効
で
、

特
急

券
、
寝
台
券
と
組
合
せ
て
発
売
し

ま
す
。、


